
《壁画が故郷に戻ったぞ！》 
前号でもお知らせしたように旧上名立小学校昭和 39 年度卒業生

が制作した東京オリンピック記念壁画が約 2 か月半ぶりに“故郷”

のろばた館に戻りました（左写真）。 

ろばた館が“安住の地”になるかは現段階ではなんとも言えませ

んが、「誰もが住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らせるまち 

づくり」を進めているんですから、壁画のボブ・ヘイズ（男子 100ⅿ金

メダル）や“東洋の魔女”（女子バレーボール金メダル）たちもきっと

喜んでくれるはずです。 

こうして、7 月 16 日に旧体育館で取り外し（左下写真）、7 月 23

日に公民館名立分館に移設（右下写真）され、多くのみなさんからご覧いただき、（実家ではないけどお隣さん

に）ようやくの里帰りです。 

これからも地元のみなさんやろばた館利用者のみなさんから長く長～く愛されることを祈ります。  

この間、名立区総合事務所、上名立地区振興協議会や当時小学 6 年生で壁画

の制作を行った石井浩順さん（小田島）など、多くのみなさんからご協力をいただき

ましたが、なんといっても飯塚建築の飯塚明さん（折戸）には大変お世話になりまし

た。 

旧体育館での 57 年ぶりの取り外しは猛暑の中で汗だくでの作業でしたし、名立

地区公民館とろばた館への移転設置で

は壁画にも施設にも損傷がないよう細心

の注意を払いながら、様々なプロの技を

見せていただきました。         

この紙面で改めてお礼申し上げます。

ありがとうございました。 

名立の山々もこれから錦秋の秋を迎え

ます。紅葉狩りの帰りにろばた館でポカポカ温まった後でじっくり壁

画をご覧になってください。 

お待ちしています。  

 ≪夢プロ・レポート第２部②≫ 

まち協だより 10 月号や公民館からのチラシでもお知らせしたように、来年

秋の公演に向けて、現在、キャストとスタッフを募集しています。 

「劇なんてできないわね」とか「スタッフってなにしるんだね」とか…いろい

ろな不安や疑問をお持ちの方もいるかと思いますが、『見る前に跳べ！』の

精神でやってみませんか？ 

みなさんからのお申込みをお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

  ≪名立区敬老祝賀会を開催しました≫ 

  昨年度は新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止となった敬老

祝賀会を、今年度は北部地区・南部地区 2 会場の分散開催ほか、様々な

感染症対策を講じたうえで開催しました。 

北部地区は 10 月 3 日（日）に名立地区公民館体育館で、そして南部 

地区は 10 月 11 日（月）にろばた館で開催し、それぞれ 41 名の参加者が

ありました。 

北部地区の式典では村山秀幸市長から「これからもお健やかにお過ごし

いただき、地域との関わりを持っていっていただきたい」とあいさつがあった

後、浦安の舞や日本舞踊、ニ胡の演奏などをお楽しみいただきました。 

また、南部地区でも民謡と二胡の演奏を楽しんでいただいたほか、両会

場とも名立たちばな保育園の園児からのメッセージと踊り、宝田小学校 5.6

年生による「宝田太鼓」、名立中学校全校生徒による「名中ソーラン」の 

ビデオをご覧いただき、参加者のみなさんには笑顔が広がっていました。 

このほか、参加者全員でのジャンケン大会など、半日開催や会場での 

飲食なしなど、これまでの祝賀会から大きく変わった内容になりましたが、

参加されたみなさんからは「久しぶりにみんなに会えてよかった」や「勝て

なかったけどジャンケン大会がおもしろかった」、「初めて二胡の演奏を聴

き、涙が出た」などの声が寄せられました。 

なお、敬老祝賀会に参加いただけなかったみなさんには、宝田小 5.6 年

生のみなさんから心温まるメッセージとイラストが描かれた‘のし’付きの

タオルのほか、赤飯、祝菓子をお届けさせていただきました。 

13 区で敬老祝賀会が開催されたのは名立区だけでしたが、来年は名立区

や多くの区でもみなさんが心配なく集えるようになることを心から祈ります。 

 

 

 このように 2 年ぶりの敬老祝賀会が無事開催できたのは名立区総合事務所、4 地区振興協議会、名立区 

いきいきサロン運営協議会、まち協福祉部会のご協力によるものであり、厚くお礼を申し上げます。 

【編集・発行】 名立まちづくり協議会 会長 三浦 元二 
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《名立まちづくり協議会の NPO法人化に向けて①～NPO法人とは…～》 
□はじめに 

 前号では当会が受託している上越市等からの委託事業についてご紹介させていただきましたが、その中でも

触れたように現在、当会の収入の約 3/4 がこの上越市等からの委託料になっています。 

今後とも当会が主体的かつ持続的に様々な活動に取り組み、『一人ひとりの

生命と暮らしを守り、みんなでつくる誰もが安心して暮らせるまちづくり』（「名立

まちづくり計画」）を進めていくためには、こうした安定的な財源が必要である 

ことは言うまでもないことですが、もうひとつの重要な要素である組織・体制につ

いても将来を見据え、しっかり考えていかなければならない時期にきています。 

そこで、今号から 4 回連続で「名立まちづくり協議会の NPO 法人化に向けて」

についてみなさんと考えていきたいと思います（ちなみに「協議会」という 

名称についても再考が必要と考えていますが、それはまたの機会にします）。 

そこで、まず第 1 回目では「NPO 法人とは

…」についてです。 

□NPO 法人とは… 

 まず「NPO 法人とは…」について、所轄庁で

ある内閣府のホームページから引用します。 

『NPOとは「Non-Profit Organization」の略称で、様々な社会貢献

活動を行い、団体の構成員に対し、収益を分配することを目的としない

団体の総称です。 

したがって、収益を目的とする事業を行うこと自体は認められます

が、事業で得た収益は様々な社会貢献活動に充てることになります。 

このうち、特定非営利活動促進法に基づき法人格を取得した法人を

「特定非営利活動法人(NPO法人)」と言います。』 

1998 年 12 月、ボランティアをはじめとする社会貢献活動を行う団体がより

活動しやすくすることを目的として、法人格を付与する「特定非営利活動

(NPO 法人)制度」が施行され、現在、多くの NPO 法人が様々な分野で活動さ

れています。 

どんな分野があるかといえば… 

『NPOは法人格の有無を問わず、様々な分野(福祉、教育・文化、 

まちづくり、環境、国際協力など)で、社会の多様化したニーズに応え

る重要な役割を果たすことが期待されています。』 

前号でもご紹介したように、平成 17 年の市町村合併後の地域自治（区）の

振興、活性化について、地域主体の取り組みが必要であり、その実行団体と

して旧 13 町村にそれぞれ住民組織が設立（安塚町は市町村合併前）されま

した。 

現在、そのうちの 8 組織が NPO 法人化されていて、どのような分野で活動

しているかも内閣府の HP に示されていますので、その内容を右表のとおり

まとめました。 

 表からおわかりのように、法人ごとに目的や活動分野が異なっていますが、

それこそが地域（自治区）ごとの様々な課題の解決に向けて自主的・主体的

に取り組んでいる証と言うことができます。 

もちろん、ＮＰＯ法人化されていないその他の団体においても

様々なまちづくりの取り組みが行われているわけで、名立区では

昨年度多くの団体から参画していただき、「名立まちづくり計画」

（左写真）の策定を行うことができたのもその一つと言うことができ

ます。 

「でも、それなら NPO 法人化しなくてもこうした取り組みはでき

るんじゃないの？」と思われる方もいるかと思います。 

そうしたことを含め、「なぜ今、NPO 法人化なのか？」「NPO 法

人化でどう変わる？」「NPO 法人化に向けての今後の流れ

は？」等については次回 11 月号以降でそれぞれ考えていきた

いと思いますので、ご質問やご意見等がありましたら事務局まで

お寄せください。 

《この子たちの明日のために…》 

8 月 1 日実施「聖火リレーイベント」に 

参加した名立バファローズの選手ほか 

保健・医療・福祉 社会教育 まちづくり 学術・文化・芸術・スポーツ 地域安全 子どもの健全育成

特定非営利活動法人
NPO雪のふるさと安塚

安塚区 2004.11.19

お互いに支えあい、安心して暮らせる地域を目指
し、豊かな心を育み、自然を守りながら安塚らしい、
人、物、心を外部に向けて発信し、もって地域の活
性化に寄与する

〇 〇 〇 〇 〇 〇

特定非営利活動法人
夢あふれるまち浦川原

浦川原区 2005.04.28

「うらがわらの風土と文化のなかで、人々の絆を創
り、育て、守り、生きるまちづくり」を目指すため、支
え合いと助け合いの精神の基に住民が互いに連携
しながら安心して暮らせる環境を創出し、夢と活気
のあるまちづくりに寄与する

〇 〇 〇 〇 〇 〇

特定非営利活動法人
清里まちづくり振興会

清里区 2010.03.03
住民と行政の協働により、地域の特性を生かした、
活力あるまちづくりを推進し、支え合い、安心して暮
らせる豊かなまちづくり

〇 〇 〇 〇 〇 〇

特定非営利活動法人
牧振興会

牧区 2011.05.25
互いに支え合い､安心して暮らせる地域を目指し､豊
かな心を育み､自然を守りながら､牧らしい人､物､心
を外部に発信し､もって地域の活性化に寄与する

〇

NPO法人
三和区振興会

三和区 2013.01.17
地域の住民や諸団体及び行政との協働により「元
気な地域づくり」を進め、官民一体となった新しい
「住民サービス」を創出する

〇 〇 〇 〇 〇 〇

特定非営利活動法人
くびき振興会

頸城区 2013.09.02
上越市頸城区に居住する者に対して、まちづくりに
関する事業を行い、上越市頸城区に居住する者の
生活に寄与する

〇 〇 〇 〇 〇 〇

特定非営利活動法人
中郷区まちづくり振興会

中郷区 2015.04.16
中郷区の住民に対して、住民と行政の協働によって
地域の歴史や生活文化を受け継ぎ、現代に活かし
て発展させ、豊かな地域社会を築いていく

〇 〇 〇 〇 〇 〇

特定非営利活動法人
板倉まちづくり振興会

板倉区 2020.03.16

板倉区の住民に対して住民に身近な「住民サービ
ス」事業、住民の意向を地域に反映させる事業、住
民や地域の諸団体と行政が協働して担う地域づくり
事業を行い、豊かな地域社会づくりに貢献する

〇 〇 〇 〇 〇 〇

＊NPO法人化予定団体 柿崎まちづくり振興会

法 人 名 所在地 設立年月日 目           的

主な活動分野


